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(男U紙 2)

教科目の教授内容の改正案

【保育の本質・目的に関する科目】

）つ立
ロ

を占υ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

ノすり
　
　

　

環

・
卿
洲̈・̈
　
‐
　
・・

．
　

　

　

３

　

　

　

　

　

　

　

　

４

　

　

　

　

５

-22-



【保育の本質。目的に関する科目】

く科目名>
教育原理 (計義・ 2単位)

く日標>
1,教育の意義、目的及び児童福祉等とのかかわりにっぃて理解する。
2.教育の思想と歴史的変遷について学び、教育に関する基礎的な理論について理解する.

3.教育の1:J度について理解する。              (
4.教育実践のさまざまな取り組みについて理解する
5.生涯学習社会における教育の現状と課題について理解する。

く内容>
1.教育の意義、目的及び児童福祉等との関連性

(.1)教育の意義

(2)教育の目的

(3)教育と児童福ねたの関連性

(4)人間形成と家庭・地域・社会等との関連1生

2.教育の思想と歴史的変辺

(1)諸外国の教育思想と歴史

(2)日本の教育思想と歴史

(3)児童Frllと 教育観の発鵬

3.教育の制度 _

(1)教育制度の基礎

(2)教育法規・教育行政の基礎
´
(3)諸外国の教育制度

4.教育の実践              ‐

(1)教育実践の基礎理論―内容、方法、計画と言蘭面一

(2)教育実践の多様な取り組み

51生涯学習社会における教育の現状と課題   .
(1)生涯学習社会と教育

(2)現代の教育課題
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【保育の本質・目的に関する科目】

<科目名>
児童家庭福祉 (;体義・2璃D

<目標>
1。 現代社会における児童家庭福祉の意義と歴史的変運について理解する。

2.児童家庭福れたと保育との関連性及硼 童のノu能につぃて理解する。

3.児童家庭福祉の制度や実施体系等について理解する。

4,児J[家庭福祉の現状と言力t題について■勁rする。    ,
5。 児童家庭福ね上の動向と展望について理解する.

<内容>
1.現代社会における児童家庭lilliね Lの意北と歴史的変避

(1)児童家庭福祉の理念と概念        .
(2)児F證家庭福れたの歴史的変運

・ (3)現代社会と児11家庭福祉

2.児童家庭福れLと保育

(1)児J[家庭福祉の 彰ンチとしての保育
・
(2)児11の人権|メ1護 と児r置家庭福れL

、3.児童家庭IIeliねたの制度と実施体系

(1)児 1に家庭福ねLの制度と法体系

(2)児童家庭福制

“

子‖J政と実施機関

(3)り己童福ネ!腕設等

(4)児11家庭福れたのtlr‐ P〕敵。実施煮

4. 児1置家庭福l・」|ノ)1鼎1大 と1カJ題

(1)少子化と子育て支援サービス

(2)母子保健と児Jこの健全育′戊            |
(3)多様な保育ニーズヘの対応

(4)夕lJ珈虐待[JJ‐」L・ ドメスティックバイオレンス

(5)社会的養i隻

(6)障がぃのある児土への月りふ

(7)少年非行等今の対応

5.児Jl家庭編祉の動向と展望

(1)次世代育成支援と児童家庭福ね上の16■

(2)保育・教育 `療育・保健・医療等との連携とネットワーク

(3)諸外国の動向
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【保育の本質。目的に関する科目】
<科日名>
社会福祉 (講義・2単位)

1:現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷について理解する。
2.社会福祉と児童福祉及び児童の人権や家庭支援とめMに ついて理解する。
3.社会福祉の制度や実施体系等について理解する.  1
4.社会福和‖こおける相談援助や利用者の保護にかかわる仕組みについて理解する。
5,社会福祉の動向と課題について理解する。

<内容>
1.現代社会における社会福祉の意義と歴史的変選

(1)社会福ねLの理念と概念         I
(2)社会福祉の歴史的変運

2.社会福祉と児並家庭福祉                      _
(1)社会福祉の一分野としての児童家庭福祉

(2)児1置の人権期離 と社会福ねL

(3)家庭支援と社会福祉

3.社会福祉の制度と実施体系  ;
(1)社会福祉の制度と法体系

(2)社会福祉行財政と実施機関

(3)社会福祉施設等            ｀

(4)社会福祉の専門職 。実施者               ‐

(5)社会保障及び関連制度の概要

4.社会福祉における相談援助

(1)相談援助の意義と原則

(2)相談援助の方法と技術

5。 社会福祉における利用者の保護1子かかわる仕組み          ,
(1)情報提供と第二者評価               `

,(2)利用者の権利擁護と苦侑勁子決

6.社会福祉のJJ」向と課題

(1)少子高齢化社会への対応       |             |
(2)在宅福祉・地域福祉の推進

(3)保育・教育・療育・保健・医療等との連携とネットヮニク

(4)諸外国の動向
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【保育の本質。目的lこ関する科目】

<科目名 >
相談援助 (演習・ ■単位),

<目標>
1.相談援助の概要について理解する。

2.相談援助の方法 と技a熙こついて理解する。

3.相談援助の具クi的展開について理解する。

4.保育におけるソーシャルワークの応用と可T例分析を通して対象べの理解を深める:

<内容  ゝ  ′

1.相談援助の概要        ′

(1)相談援助の理論

(2)相談援助の意幾

(3)相談柳力の機能

(4)イ1]談援助とソ‐シャルワーク

(5)保育とソーシャルワーク

2.利 1談1妥助の方法と技術

(1)111談接l1/」の対象

1 (2)相 1畑援助σ)過程

(3)11]談援助の技af・ アプローチ

3.111談援助の具体的展Ⅲl

(1)計画・記録・評1晰

(2)関係機関との協仙t

 ヽ(3)多様な専μ]職 とのi上うち    ‐

(4)社会資源の活川]、 調惟、111発

4. 11「 477illう )lli                            `
(1)〃ヨ待の予1方 と対応等の可r例分析′

(2)障がいのよ)る子どもとその保1隻者への支援等の11「例分1斤

(3)口 ■ルプ1/イ 、フィール ドワーク等によるIII例分析
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【保育の本質。目的に関する科目】
′

<科目名>
社会的養護 (講義・ 2単位)

く目標>              i
l.現代社会における社会的養誰の意義と歴史的変理にっいて理解する.

2.社会,旬養護と児逝福祉の関連性及び児血の権利l擁護について理解する。
3.社会的養護の制度や実施体系等について理解する。

4,社会的養誰における児■の人権擁護及び自立支1及等について理解する。
5,社会的養iilの現状と課題にういて理解するb

く内容>
1.現代社会における社会的養護の意義と歴史的変避   、

(1)社会的養設の理|!念 と概念

(2).社会的養itliの歴史的変i墾

2.村会的養護と児童家庭福祉

. (1)児 並家庭福祉の一分野としての利会的養護         、

(2)児童の懸 ll麟融 とJ会的養護

3=社1絵的養護の制度と実施体系    :
(1)社会的養護の制度と法体系

(2)社会的艇護の僣鮒lみ と実施体系

(3)家庭的養護と施設養護

(4)社会的養護の専Pワ‖t・ 実施者

4.施設養護の実際

(1)施設養護の基本原理    .
(2)施設養護の実際一日常生活支援、治療的支援、自己実現・伯立支援等一

(3)曲 護とソーシャルワニク

5.社会的養護の現状と課題  、

(1)施設等の運営管理

(2)倫理の碓立                  .
(3)被措rtr嚇等の虐待防止  

｀
:

(4)社会的養護と地域海おL
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【保育の本質・目的に関する科自】

<科目名>
保育者論 (:‖北・ 21ヽ鶴

<日標>
1.保育者の役『」と倫理について理解する。

2.保育士の制度的な位置づけを理解する。

3.保育士の専「1燿1について考察し、珊勁7する。

4.保育者の協働について理駒欄
―る。

5.保育者の専門
'般

的成長について理解する。

<内容>
1.保育者のイ鮨:Jと 倫理

(1)得 liJ

(2)倫理

2.保育士の鮨」度山釘立肥づけ

(1)資 1各

(2)要件
. (3)責務

3.保育11の専|‖ l性  ‐

(1)健護と教育

(2)保育 1lυ)資質・能ノ〕

(3)知前い 技術及び卜1り i

(4)保育の省察

(5)保育1果程に、にる保育の展り‖と自己評価

4.保育者の協働

(1)保育とイ脚健者支援にかかわる協働

(2)IV門‖‖‖1及υtttPり機関との連ljち

(3)保 i鮨者及び地域社会との協仙

(4)家庭的保育者等との連〃ち

5.保育者の〕鋼‖
]‖uり成長  ‐

(1)感 |‖11:Lの発達

(2)生泄:発達とキャリア形成
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【保育の対象の理解に関する科目】     ′

<利・目名>
保育の心理学 1(識義・2期D

く日標>
1.保育実践にかかわる心理学の知識を習得する。

2.子どもの発達にかかわる心理学の基礎を習得し、子どもべの理解を深める。
3.子どもが人との相互的かかわりを通して発達していくことを具体的に理解する。        1
4,生涯発達の観点から発達のプロセスや朝lVl経験の重要性について理解し、保育との関連を考察する。

<内容>
1.保育と心理学 ,

(1)子 どもの発達を』助

“

~る
ことの意義

(2)保育実践の評価と,L理学

(3)発達観、子ども観と保育観         .
2.子 どもの発達理解  ‐
‐ (1)子 どもの発達と環境

(2)感情の発達と自我

(3)身体的機能と運JJJ機能の発達

(4)知党と認珈の発達

(5)言葉の発達と社会性

3.人との11■舶勺かかわりと子どもの発達     l
(1),基本的信頼感の獲得

(2)イ曲者とのかかわり

(3)制 1会的相互作用

4.生涯発達と初期経験の重要性

(1)生涯発達と発達援助

(2)胎児期及び新生児期の発達   .:
(3)乳幼児期の発達

(4)学童期から青年期の発達

(5)成人期、老年期の発達
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【保育の対象の理解に関する科目】

<科自名>
保市の心理学Ⅱ (演習・ 1単ω

<目標>
1.子どもの心身のJL達と保育実践について理解を深める。
2.生活と遊びを通して学ぶ子どもの経験や学習の過程を理解する。
3.保育における発達援助について学札

<内容>
1.子どものうし達と保育実践

(1)1こ ども増勁rに Jづける発達の|四屋

(2)1‖人差や発達過程に応じた保育

(3)身‖弩惑覚を‖生う多様な経験と環境との相Ii“りΠ

(4)環境としての保育者と子どもの発達  :
(5)ヽ子どもイ1]互のかかわりと関係作り

(6)自 己主張と自己統制       ｀

(7)子 ども集口]と 保育の環境

2.生活やi笙びをi■iした学(り
(の過程

(1)子 どもの生活と学び

(2)子 どもの遊びと学び
'

(3)Jl涯に

'つ

プこるJ三きるソフυ)り:LI地 を1音 う

3.保育における発達援l力

(1)基本的生活習慣の獲得と発幽 ゝ

(2)自 己の主体1■の形成と発達援助

(3)γ蚤達の課題に応じた援j力やかかわり

(4)発達′■齢州■と就学への支援

(5)イ吝連援lJJJに おける協lllli

(6,現イt社会における子どもの発i士 と保育ク)il」画
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【保育の対象の理解に関する科目】

く科目名>
子どもの保健 I

く目標>               ｀

1・ 子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解する。
2.子どもの身体発育や生理機能及び運動機能並びに1書1機能の発達
3.子 どもの疾病とその予防法及び適切な対応について理解する。
4.子どもの精神保健とその1腿等について理解する。
5.保育における環境及び術生管理

'ク

びに安全管理Jこついて理解する
6.施設等におiする子どもの心身の健康及び安全の実施体‖:1について

<内容>
1.子 どもの健康と保健の意義

(1)生命の保持と情緒の安定に係る保健活動の意義と目白|

(2)健康の概念と健康1制票

(3)地域における保他活動と児童虐観防止

2.子どもの発育・発達と保健

(1)生物としてのヒトの成り立ち

(2)身体発育と保健

(3)生理機能の発達とlMPrl_t

(4)運動機能の発達と保健            ′

(5)11坤卜機能の発達とイ尉建

3.子 どもの疾病と保育

(1)子 どもの健康状態の把握と主な疾病の特徴

(2)子 どもの疾病の予llJJ~と 適切な対応

4.子どもの精卿]保健

(1)子 どもの生活環境と右いや保健

(2)子 どもの心の健康とその課題  
´

5.環境及び衛生管理並びに安全管理  '
(1)保育環境整備と保健

(2)保育現場における衛生管理

(3)保育現場における事故防止及び安全対策並びに危機管理

6。 健康及び安全の実施体制

(1)珊 t員間の連携と組織的取組

(2)母子保健対策と保育              ′

(3)家庭・専門機関・地域との連携

(講義 。4単位)

rの健康増進を図る保健活動の意義を理解する。

'発
育や生理機能及び運動機能並びに1書1機能の発達と保健について理解する。

5と その予防法及び適切な対応について理解する。
「保健とその1腿等について理解する。           、

,環境及び術生管理
'ク

びに安全管理Jこついて理解する。
卜る子どもの心身の健康及び安全の実施体制について理解する。

モと保健の意義                     ヽ

司寺と情緒の安定に係る保健活動の意義と目白|

艦素と側断艇掛割票

〕ける保他活動と児童虐観防止

F・ 発達と保健

′てのヒトの成り立ち                          ｀

Fと 保健

:の発達とlMPrl_t

:の発達と保健           ′

2の発達とイ尉建                                  ′

:と 保育

)健康状態の把握と主な疾病の特徴
)疾病の予llJJ~と 適切な対応

'保

健

)生活環境と右いや保健

)心の健康とその課題  
´                       .

二管理並びに安全管理  '
釧釧市と保健

‖こおける衛生管理

議こおける事故防止及び安全対策並びに危機管理

:の実施体制

)連携と組織的取組

封策と保育              ′

FP]機関・地域との連携
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【保育の対象の理解に関する科目】

く科目名>
子どもの保健Ⅱ (がで習・■単位)

<目標>
1.子 どもの健康及び安全に係る保健制 の計画及U端平価について学凡

2.子どもの健康l憎進及び心身の発育 。発達を促す保健活動やりt境を考える。

3.子どもの疾病とその予防及U樋切な対応について具体的にい 。

4.故急時の対応や lr故防止、安全管理について具体的に学ハ       |
5.現代社会における心の健康問題や胆成保健活動等について理解する。

<内容>
1.保健活動の計画及0帝印『

(1)保健計画の作成と活用´

(2)保健活動の記録と自己評価

(3)子 どもの保健に係る個別対応と子ども集団全体の健康と安全,術生ヤTJll

2.子 どもの保健と環境

(1)保健における養i雙 と教育の ‐‖理|:

(2)子どもの健康増進と保育の環境

(3)子 どもの生活習‖1と心身の健‖〔

(4)子 どもの発達援助と保健石恥助          |
3.子 どもの疾病と,直切な丼l応

(1)体調不lミや傷害が発生した場合の対応

(2)感染症の「丁'防 と対策

(3)個 rJll由句な峨 を必要とづ
‐
る子どもへの外ル林 0せ|」 :疾患、アレルギ‐刊41疾患等)

(4)乳児全のi山切な対りふ

(5)障がいのある子どもへのi山明な対ナぶ

4.‐りl故防止及び健康安全11理

(1)11丁 ilJtl方 111及囃 喘モ安全午ヤ理に関づ^る細硼t的1琳n

(2)救急処慨及UЧ女急蘇J琺の習得

(3)保育における看護と応急処rll

(4)災害への備えと危機1奢理

5,心 とからだの健康問題と地域保健活動

(1)子 どもの養育環境と心の健劇謝1〕題

(2)心とからだの健康づくりと地域保健活動
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【保育の対象の理解に関する科日】

<科目名>
子どもの食と栄養 (演習・ 2単位)

く日1票 >
1.イ曲11な生活あ基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学札
2.子どもの発育・発達と食生活の関連について理解を深める。
3.食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会。文化このかかわりの中で理解する:

4.家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について学ぶ。           .
5.特別な雌 、を要する子どもの食と栄養について理解する。

<内容>
1.子どもの健康と食生活の意義
｀

(1)子 どもの心身の健康と食生活

(2)子どもの食生活の現状と課題    `
2.栄養に関する基本的知耐t

(1)栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能

(2)食可摯輌嗜L4菫 と献立佃戎・調理の基本
3.子 どもの発育 。発達と食生活

(1)乳児期の授乳 :問l乳の意義と食生活

(2)幼児ltlの心身の発達と食生活

(3)学童jJlの心身の発i圭 と食生活

(4)生涯発達と食生活

4.食 73-‐の基本と内容

(1)食育における養itlと 教育の一体性

(2)食育の内容と計画及び評価

(3)食育のための環境

(4)地域の関係機関K・職員間の連携

(5)食生活指導及び食を通した保護者への支援
5。 家庭や児童福祉施設における食事と栄養

(1)家庭における食事と栄養

(2)児童福ねl施設における食事と栄養

6.特別な配慮を要する子どもの食と栄養

(1)疾病及び体調不良の子どもへの対応

(2)食物アL/ルギーのある子どもへの対応

(3)障がいのある子どもへの対応
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【保育の対象の理解に関する科目】

<科目名>
家庭支援論 (i‖札・ 2単ω

<目標>
1.家庭の意義とその1渕週こついて理解する。

2.子育て家庭を取り巻く社会的状況等について理助7する。

3.子育て家庭の支援体制について理解する。

4.子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開]と 関剛 ‖との連り鵠こついて理解する。

<内容>
1.家庭支援の意義と褐則

(1)家庭の意義と機能

(2)家庭支援の必要性     '
(3)保育士等が行う家庭支援の原理!

2.家庭生活を取り巻く社会的1大況

(1)現代の家庭における人|‖l関係

(2)地域祖1会の変容と家庭支援

(3)男女共同参画社会とワークライフバランス   :
3.子育て家庭の支援‖釧J          、

(1)子育て電J起の福れ上を図るためのネ1会資源

(2)子育て支援施策。次陛代育成支1動恒策の11[進

4.多様な支1愛の展け‖と関係機|』 との連Jj`

(1)子育て支援サービスの概要

(2)保育所人所児Jlの家庭への支援

. (3)地 域の子育そ家庭べの支援 :

(4)要保護児Jl及びその家庭に対する支援

(5)子育て支1援における関係機関とのi止携

(6)千育て支援サニビスの1,t題

,
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【保育の内容・方法に関する科自】

<科目名>                      ,     「
~~~~~~~― ―――――――――マー……

保育朋:程論 (識義・ 2単位)

<日標>           
｀

1.保育内容の充実と質の向上に資する保育の言+面と評価について理解する.

2.保育課程の編成と指導計画の作成にういて具体的に理解する。
3.計画、実践、省察・評価、改善の過程についてその全体構造を動態的にとらえ、理解する。

1.保育の計画と評佃iの基本            ‐

(1)カ リキユラムの基礎理論

(.2.)保育所における保育の計画と評価の意義

(3)保育所以外の児童福初茄設における計画と評価の意義                       _
(4)計画、実践、省察・評411i、 改善の過程の循環による保育の質の向上           .     '

2.保育所における保育の計画

(1)保育所保育i静十と幼稚|コ教育要領

(2)保育訓:程と指導計画     ,
(3)保育課程の編成

(4)1指導言1・画 (長期的 ご短期的)め

“

]裁と

“

ョ戎上の留意llT・項              
‐

3.保育の訓・画の作成と展llll

(1)保育課程の編成と展開                      .
(2)1指導計画の実際の作成と展llll

4.保育所における保育の評価                                      '
(1)保育の省察及び記録

(2)保育
‐■―及び保育所の自己評価    .                              ´

(3)保育の計画の再編成     .
(4)生活と発達の連続性を踏まえた保育所児童保育要録                  t
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【保育の内容・方法に関する科目】

<科目名>
保育内容総論 (び〔習 。1単イD

<科 目名 >

保育内容総論 (び〔習 。1単イD
<目標> :
1`保育所保育指夕れこおける「保育の目標」、「子どもの発達」、「保育の内容」を関連付けて保育内容を理解するとともに、

保育指針の各章のつながりを言売み取り、保育の全召珀勺なオli生を理解する。

2.保育内容の歴史的変避について学よ 1暴育内容について理解する。

3.子 どもや子ども集団の発i圭の特性やyこ達過程を踏まえ、な,察や inL録の

“

L卓を習得し、保育内
↑

と子ども理解とのかか
わりについてキふD

4.子どもの生活全体を通して、養i隻 (生命の保持、情締の安定)と教育 (ヤリ1〔
。人間関係・りlt境 。言葉 。大JJ7L)力 一`体

的に展開することを具体的な保育実践につなげて犀l解する。

5.1■育の多様な展り‖について具体的に学筑

1.保育の基本と保育内容

(1)保育所保育1・旨夕11こ基づぐ保育の基本及o保育内容の理解

(2)保育の全材寸出造と保育内容

2.保育内容σガ歴史的変選

3.保育内容と子ど1)理解

(1)子 どもの発達の特性と保育内容

(2)1日 と集|・
llυ )Jこ達と保育内容

(3)Йt育における●l察

(4)街:育における記11      ,
4.保育の基本を‖

`∫

i上 えた保育内容の展り‖

(1)養 i鮨 と教育が ‐体的に展llllする保育

(2)環境をi山 して行う保育
‐
   _

′ (3)遊 ひヽ こよる総合的な保育

(4)′ L活や発達の連細」Jこ考慮した保育

(5)家庭、.地域、小学校との連携を踏:に えた保育

5,′ 保育の多様な展り‖              |
(1)fLツ己衛tイド

(2),1時‖1の保育                                             |
(3)11別 1な支1■をに、要とする「 ど()の角t育

(4)多文化Jt生の保育
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【保育の内容・方法に関する科日1

<科目名>
保育内容演習 (演習・ 5単位)保育内容演習 (演習・ 5単位)

<目標>
■.養護と教育にかかわる保育の内容が、それぞれに関連性を持ち、総合的に保育を展開していくための知識、技術、判

断力を習得する。

2.子どもの発達を 敗馴こ。人間lll係・環境。言葉。表現」の5領域の観点から捉え、子ども理解を深めながら保育内容
について具体的に学凡

一

以下のlil点から、総合的に保育内容を理解する。
11子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助やかかわりである「養護」

①子どもの生理的欲求を満たし、子どもが健康、安全、かつ快適にi凸 ごすための生活援助
②子どもを受容し、子どもが安心感と安定感をもって過ごすための援助やかかわり

2.子どもがfFl_rR・力,こ成長し、その活動がより豊力1こ展開されるための発達の援助である「教育 (健康t人間関係、環境、
言葉及び表現の5俳醐加
①健康な̀い と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出づブ〕を養う「健康」の領域。
②他の人々 と親しみ、支え合つて生活するために、自立心を育て、人とかかわる力を養う「人間関係」の領塊
③司囲の様々 な環境に好奇心や探究′いを1寺ってか力,っ り、それらを生活に取り入れていこうとする力を養う「勒
の御九        ・   

｀

④経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の言詞
~言

葉を聞こうとする意欲や態度を育て、言
葉に対J~る感覚や言葉で表現する力を養う「言葉」の餓

⑤感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにす
る「表現」の側九

<目標>
■.養護と教育にかかわる保育の内容が、それぞれに関連性を持ち、総合的に保育を展開していくための知識、技術、判
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【保育の内容・方法に関する科目】

<科目名>
乳児イ暴了j(演習 。2110

<ロイ票>
1.IL児保育の理念と歴史的変選及び化与1等について学規

2.保育所、手り己院等における手L児保育の現状とil懸について理解する。

3.3歳未満児の発育 ,発達について学び、健やかな成長を支える3歳未満児の生活と遊びについて理解する。
4.乳児保育の計画を作成し、保育の内容や方法、環堀 的北や観察・記録等について学∴
5.乳児保育における保護者や関係機関との連携について学ぶ。

く内容>
1:子 L児保育の理念と役割        .

(1)呼L児保育の理念と歴史的変避

(2)乳夕己イ果育の名ふ摯∫と|;性育ヒ

2.乳児保育の現状と1":題

(1)保育所における予Lり
y呆育

(2)乳児院における手L児保育              ア

(3)家庭的保育等における手L児保育

(4)辛L児や家庭を1収 り巻く環境と1七育て支援υ)場

3.3歳未満 lpl・tの 発達とЙt育内容

(l)矛 Lりこイ呆育|,113け る
'ル

4軸勺41矢 11甜t・ 1支術に九ヽ′づく1濃リカベ1期オつり

(2)6か月未満児の発達と保育内容′

(3)6かり]から1歳 3か月未満児の発達と保市内容

(4)1歳 3かノ]から2歳米キ|,坦のJ首達と保育内容

(5)2歳児の発達と保育内容  ・

4.乳児保育の実際

(1)保育訓!程に基づく1指導:「 lllliのイ41成と紹l察・記録及び自己評価

(2)1硼 々の発達を促す生活と遊びの環境

(3)1ltrt間の協仙

5`千L児保育における連携

(1)保護者とのパー トナーシップ

(2)保健・医療機関、熱起的保育、地域子育て支援等との連Jチt
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【保育の内容・方法に関する科目】
<科目名>     1
障がい児保育 (演習 。2単位)

<日標>
1.障がい児保育を支える理唸や歴史的変選について学び、障がい児及びその保育について卿 円

~る
。  _

2.様々な1畔がいについて理解し、子どもの理解や援JJJの方法、_環境構成等について学ぶ。
3.障がいのある子どもめ保育の計画を

“

刊成し、個別支援及び他の子どもとのかかゎりのなかで育ち合う保育実践につい
て理解を深める。

4.障がいのある子どもの保護者への支援や関係槻調との連携にういて」駒7する。
5。 障がいのある子どもの保育にかかわる保健・医療・福祉・教育等の現状と課題にっぃて理解する:

く内容>
1.障がい児保育を支える理念            .

(1)「障がい」の概念と障がい児保育の歴史的変選

(2)障がい児保育の基本

2.障がいの理解と保育における発達の援助

|(1)肢体不自由児、視覚。聴覚障がい児等の理解と援助
(2)力1的障がい児の理解と援助
(3)発達障がい月の理解 と援助① (A圏 lD―注意欠lllFg多動性障害、日)一学習障害等).(4)発

達障がい児の理勁子と援助② ODDD― 広りJ」統達障害等)

3.1障がい児保育の実際

(1)保育課程に基づく指導計画の相裁と記録及び椰価

(2)個々の発達を促す生活や遊びの環境         ′  .
(3)子ども同士のかかわりと育ち合い

(4)職員間の協働
｀

4・ 家庭及び関イ系機関との連携     .               、

(1)保護者や家族に対する理解と支援

(2)地域の専門機|・l等 との連携及び個別の支援言1‐画の作成
(3)小学校等との連携    

｀

5。 障がいのある子どもの保育になかわる現状と課題   ‐          |
(1)イ剰随。医療における現状と課題

(2)福祉・教育における現状と課題

(3)支援の場の広がりとつながり              ‐
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【保育の内容・方法に関する科目】

<科目名>

理について具体的に学凡

1 3.個々の児童に応 じた支援計画を作成し、日常生活の支1妥、治療的支援、自立支援等の内容について具体的に学札
1 4.社会的養ilにかかわるソーシャルワークの方法と技術■こついて理解する。

5.社会的養護をi通 して、家庭支援、児11家庭福ね上、地域福ねJこついて理解や認識を深める。

<内容>
,1.社 会的jti隻おける児Jたの権利|メ[ilと保育士等の倫理及びメモ務

(1)児童の権利擁i隻

(2)保育士等の倫馴吸 Utiで務

2.社会的養誰の実施体系

(1)施設養護の1キ|」扱び実際

(2)」郵酬刊度の1寺性及び実際

A.支1濃の計jlと 内蓉及U。1:例分析

(1)佃〃l支援計画のイ4]茂

(2)日 常生活:支援に|りJづ
‐
るJ「例分イリ「

(3)治療的支援に|‖するJ「例

`bl・

li

(4)自 立支援に関するll「例分イリテ     ・

(5)記録及び自己評1晰

4.なL会的推護にかかわる専|‖ ]的J支御f

(1)保育士の専PI性にかかわる知1甜t・ 1支術とその応り1]

(2)ソーシャルワークにかかわる女耐t・ l支術とその応り1]

5.今後の1,」題と展望

(1)施設のフトル計英化とШ成とσ)かか1つ り

(2)日二会山勺養11の 1lU題 と展望‐
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【保育の内容・方法に関する科目】

<科 目名>
保育相談支援 (演習 。1単位)

く日標>
1.保育相談支援の意義と原則について理解する。
2.保護者支援の基本を理解する。

3.保育相談支援の実際を学び、内容や方法を理解するし
4.保育所等児童福祉施設における保護者支援の実際について理解する。

く内容>
1.保育相談支援の意義

(1)保護者に対づ
い
る保育相談支援の意義

(2)保育の特性と保育士の専門性を生かした支援
2.保育相談支援の基本

(1)子 どもの最善の利益と福祉の重視        
′

(2)子 どもの1成長の喜びの共有

(3)保護者の養育力の向上に資する支援         ` 
｀

(4)信頼関係を基本とした受容山つかかわり、自己決定、秘密保持の:尊重
(5)地域の資源の活用と関係機関等との連携 。協力

3.保育相談支援の実際

(1)保育に関する保護者に対する指導
1

(2)保護者支援め内容             '      .
(3)保護者支援の方法と技術

(4)保護者支援の言1・四、記録、評佃1、 カンシァレンス

4.児並福ねl施設における保育相談支援

(1)保育所における保育相談支援の実際

(2)保育所における特別な対応を要する家庭への支援

(3)児立養護施設等要保護児童の家庭に対する支援         ヽ

(4)障がい児施設、母子生活支援施設等における保育相談支1濃
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【保育表現技術】

<科目名>
保育表現技術 (演習 。4単位)

<目標 >
1:保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊力ヽこ展開するために必要な知詰セや技術を習得する。
2.身体表現、音楽表現、造形表現、言語表現等の表現活動に関する知識や技術を習得する。
3.表現活動に係る教材等の活用及び作成と、保育のり躙 lli成及び具体的展開のための技術を習得する。

<内容>
1.身体表現に関する如1識や技術

(1)子どものラL達と運動機能や身体表現に関する力1甜セと技術

(2)兄立てやごっこ遊Uヽ 劇遊び、運動遊び等にみる子どもの経験と保育の環境

(3)子 どもの経験や様 々な表現活動と身体表現とを結びつけるi雄びの展り‖
2.音楽表現に関する知識や技術                        、 、

(1)子どもの発達と音楽表現に1用する如J甜セと技術

(2)身近な自然や 1)のの音や音色、人の声や音楽等におlしむ経験と保育′)環境
| (3)「子どもの経験や様々な表現7活動と計楽表1児‐とを結びつける遊びの展開
3.造形表現に開する知1識や技術

(1)子 ど1)の発達と造形表現に1円する如

"散

と技術

(2)身近な自然やものの色や形、感角J:やイメージ年に親じむ経験 (ヒ 保育の戯駆L｀

(3)子 どもの経験や様 な々表現活動と造形表現とを結Uわける
'盤

びの展‖|

4.言言li表現等に関する力1甜tや技御f

(1)子 どもの発達と絵本、紹(芝炉:、 人形脚l、 ストーリーテリング等に関する矢n識 と技術f

(2)子 ども自らが児1置文化財等に親しむ経験と保育の環境

(3)子 ど1)の経験や様々な表明舌動と児童文化財等とを結びつける遊00)展‖l

5.教材等の活りl]及 Uヾ

“

可北と保育の展り‖

(1)様 .々 な遊具やリリ共、紫材や教材等の4引■のメl助年と活用及UЧ4三成

(2)1■ どもの遊0(や イメージを11カ こヽし、感性をオ鮨うための環境1構成と保
:育の展川1
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【保育実習】

<科目名>

1.保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。
2.観察や子どもとのかかわりを通して子どもへの理勁7を深める。                   _
3.既習の教科の内容を踏まえ、子どもの保育及び保護巻への支援について総合的に学凡
4.保育の計画、観察、記録及び自己評価等について具体的に理解する。
5.保育士の業務内容や嗽業倫理について具体的に学ぶ。  、

一

一

1.保育所の役割と機能

(1)保育所の生活と一日の流れ

(2)保育所保育1印十の理解と保育の展開
2.子ども理解

(1)子 どもの観察とその記録による理解
. (2)子 どもの発達過程の理解

(3)`子 どもへの援助やかかわり

3.保育内容・保育環境     .
(1)保育の計画に基づく保育内容・    、

(2)子どもの発達i凸程に応じた保育内容

(3)子 どもの生活や遊びと保育環境

(4)子どもの健康と安全

4.保育の計画、観漂、記録    :
(1)保育1果程と指導計画の理解と活用

(2)記録に基づく省察。自己評411G

5.専門職としての保育士の役割と職業倫理

(1)「 保育士の業務内容

(2)'肌員間の役割分1■や連携

(3)保育士の役割と刷喋倫理

<居住型児童福祉施設等及び障がい児通所施設等にぉける実習の内容>            |
1.施設の役割と機能                    ｀

(1)施設の生活と一日の流れ

(2)施設の役割と機能

2.子 ども,劉
『

(1)子どもの観察とその記録 ,

(2)個々の状態に応じた援助やかかわり

3.養護内容・生活環境

(1)計画に基づく活動や援助1             
´

(2)子どもの心身の状態に応じた対応

(3)子どもの活動と生活の環境

(4)健康管理、安全対策の理解

4.計画と記録                                 '
(1)支援計画の理解と活用

(2)記録に基づく省察。自己評価
5。 専門職としての保育士の役割と倫理

(1)保育士の業務内容                     ′
t(2)職

員間の役割分担や連携

(3)保育士の役割と
'llli業

倫理

保育実習I(実習・4単位:保育所寒習2単位・施設実習2単位)

<目標>
1.保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。
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【保育実習】

<科目名 >
保育実習指導 I(演習・ 2単位)休 百乗宙燿導 1 4ヽt百・ Z早性 ノ

<目標 >
1.保育実習の意Jt・ 目的を理解する。

2.実習の内容を理解 し、自らの課題を明確にする。     ´

3.実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理解する。

4.実習の計画、実践、観察、記録、評rllliの方法や内容について具体的に理解する。

5.実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題や学習目標を明確にする。

<内容>  ■ ′

1.保育実習の意義

(1)実習の日山勺

(2)実習の概要           |
2.実習の内容と1丼t題の明確化

(1)実習の内容

(2)実習の1月t題   i
3.実習に際してのlヨ意11曜

:

(1)Fど もの人権とit善の利益の考慮

(2)プライバシーの保護と守秘掟務

(3)実習
`Lと

しての心1出え         _
4.実習の言}口1と 記録

(1)実習にJ3け る計画と実践

(2)実習における観察t記録及て馬:「価

5,事後1.旨導における実習の総括と1脚のり副:化                            ・

(1):た習の総括と自己「]知踊
｀

(2)1'ⅧのりJ確化
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【保育実践演習】

<利・目名>
保育実践演習 (演習・ 2単位)

<日 標>
1.保育に関する科目棋断的な学習能力を習得する。
2.保育に関する現代的課題についての現状分析、考察、検討を行う。 _

3.問題解決のための対応、判断方法等について学びを深める。
4.必修科目 (保育実践演習を除く。以下同晩 )及び選択動 日の履修状況を踏また、自らの学びを振り返り、保育

士として必要な如1識・技能を修得したことを確認する。    ,                   ・

くノ予容>
「保育実践演習」は、次の①又は②のいずれかを行うものとする。
①保育にかかわる課題の中から―以上のものに関する分析、考察、検討を行うとともに、その課題について:児童ゃ保護

者を援助するための技術、方法等について学修する。さらに、問題を発見し、その問題を解決する過程や解決内容に
ついて再検討する手法を取得する。

②必修科日及び選択必修科目の履修状況や保育実習を通しての学び等を踏まえ、保育士として必要な知甜t技能を修得した
ことを確認する。

I参考例】

①について

(1腿 )                                                                                                  .                                                                                 :

1.少子化への対応

2.虐待及びそれに伴う世代間連0黎こついて

3.長時間保育と子どもの発達について            ′ ′      ′        ｀

4.幼稚lLn・ 認定こども国。小学校との連

"ち

について        、

(方法)

1.テーやごとのディスカッション

2.研究発表         ヽ

②について                  ,                '
(必要な知識技能を修得したことを確認するための方法・内容)    

′

11イ ントロダクション。これまでめ学修の振り返りについてのi泄義 。グンレープ討論               '
2.保育士の意義や役割、搬務内容、児童に対する責任等についてのグループ討論。ロールプレイング
3.社会性、対人関係能力、児童理解等についてのグループ討論               !
4:保育内容等の指導力についての講義・グループ討論
5。 資質能力の確認、まとめ       ́                  ・
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【保育実習】
<科目名>
保育実習Ⅱ (実習・ 2単位 :保育所実習)

<目標>
｀1.保育所の役割や機能について具体的な実践を通して理解を深める。
2.子 どものFFl察や開わりの視点を明確にすることを通して保育の理解を深める。
3.既習の教科や保育実習 Iの経験をF沓まえ、子どもの保育及び保i隻者支1■について総合的に学凡
4.保育の計画、実践、観察、記録及び自己評価等について実際に取り組み、理解を深める。
5.保育士の業務内容R・l“畔倫理にづいて具体的な実践に結Uわけて理解する。
6.保育士としての自己のi"地を明rillイとする。

<内容  ゝ                         ~~~
1.保育所の役割や機能の具体的展Ⅲl

(1)養護と教育が一体となって行われるイ暴育        .     ‐

(2)保育所の社会的篠 FJと 責任

2.観察に基づく保部 ]勁ギ

(1)子 どもの心身の1た態や活動の

“

l察

(2)保育士等の動きや実成の得l察   
｀

(3)保育所の生活の流11′や展‖|のIШ屋

3.1'ど ものイカtri及 7J可呆誰青・家庭へのと支11屁 と地1伐 ul会等とυ)ilLllち

(1)環境を11し て行う保育、4Lilや遊びをililヒ′て総合的に行う|力t育√り|1駒ィ

(2)人所 tン ていろFど もの保i隻者支1民及01也力tの子育て`:`庭
′、υ)支 1晨

(3)地域‖1会 との連携

4.指導計lllliの

“

]戊、実践、観察、記録、i平価

(1)Й tttiЛt程に基づく指導計画の作成 。実践・省察・評佃iと 保 r)の過程υ)川勁r

(2)“封成した1指導計画iに Jlζづく保育実践と評価

5: 保育士の業務と‖t業倫理!

(1)多様な保育の展‖|と保育士の業務  |
(2)多様な保育υ)展倒1と 保育 Lの‖t業倫J■

6.自 己の11」題の|り」確化
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【保育実習】

O夫巧習・2 iill立 :

1.

21

3.

4.

家庭支援のため
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【保育実習】

<科目名 >
保育実習指導Ⅱ又は皿 (演習・ 1ヨt位 )

<自標>・

1,保育実習の意芽壺と目的を理解し、保育について総合的に就   |
2.実習や既習の教科あ内容やその関連性を,沓まえ、保育実践力を培う。

3.保育の雀見察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について実〕メ■li例 を通して学ぶ。
4.保育士の専門性と璃喋倫理について理解する。

5,実習の事後J旨導を通して、実習の総括と自己副価を行い、保育に対するittt題や認詰tを明確にする。

<内容>
1.保育実習による総合的な学び

(1)子 どものメ識善の利益を考慮した保育の具体的理解

(2)子 どもの保育と保鮮 支援

2.保育実践力の育成

(1)子どもの1大態に応じた適卵なかかわり

(2)保育の表現技術を生かした保育実践

3.計画と観察、記録、11己評価i

(1)保育の全体言H[『に基づく具体的な計lllliと 実践 :

・
(2)保台の観察t記録、自己評lLにり:Lづく保育の改善

`1.千層育士の専|■1ヤたと‖t業倫理
.5.111後

指導における実習の総括と評価      
‐

(1)実習の総括と自己言商画

(2)11則のり]“:化
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